感を、 リアリスティック なつよい 線と 明暗と で、 確リ 

感傷な く 描き出して、 忘れ 難い 人生の 場面 は 到る とこ 

ろに 在る と いう こと を 示して いるので ある。 

世界の 美術史に は、 これまでに 何人 かの 傑れた 婦人 

画家た ちの 名が 記されて いる。 口— ザ. ボヌ ー ルの 「馬 

巿」 の 絵 だの、 「出 あい」 という 作品 を 残して 二十 四 歳 

の 生涯 を 終った マリア. バシュキルツェフ。 灰色と 薄 

桃色と 黒と の 諧調で 独特に 粋な 感覚の 世界 をつ くつ た 

マリ— • 口— ランサン。 しかし、 ケ— テ • コル ヴ イツ 

ッの 存在 は ドイツの 誇りで あるば かりで なく、 その 生 

涯と 労作と は、 決してた だ 画才の 豊かであった 一 人の 



婦人 画家と しての 物語に 尽 しきれない。 ケ— テは何 か 

の 意味で、 絵画と いう 芸術の 船 を 人生と 歴史の 大海へ 

漕ぎす すめた 女流 選手の 一 人な ので ある。 

ケ— テは 一 八 六 七 年 (慶応 三年) 七月 八日、 東部 プ 

ロイ センの ケ— 二 ヒス ベルクに 生れた。 父 を 力 ー ル- 

シュ ミット、 母 をケ— テ. ル —プ といい、 娘ケ ー テの 

生れた 時代の シュ ミット 一家 は、 ケ— 二 ヒス ベルクの 

左官 屋の 親方と して、 なかなか 大規模の 生活 を 営んで 

いた。 

父親の 力— ル • シュ ミットと いう 人 は、 ありふれた 

左官 屋の 親方ではなかった。 若い 時代に 大変 苦心して 



いう 種類の ものでなかった。 この 力 ー ルの 生き方 は、 

妻であった ケ ー テの 家の 伝統と も 深い 精神 上の つなが 

り を 持った ものであった。 ケ— テの父 は ユリウス. 

ル ー プ といって、 ドイツに おける 最初の 自由 宗教の 牧 

師 であった。 知られて いると ぉリ、 ウィルヘルム 二世 

は ビス マ— クの扶 け を もって、 正義と 皇帝の 絶対 権と 

を 結びつけて 人民に のぞんだ が、 十九 世紀 前半の その 

頃の 欧州 は 近代 社会の 経済 事情の 飛躍と ともに ウィル 

ヘルム、 ビス マ— クの その 政治に つよく 反対して いた。 

文学に おいて は、 ドイツの ハイネ、 ロシアの ツル ゲ— 

ネフな どが 新時代の 黎明 を 語った 時代で、 一般の 人々 



JH り 一 人であった と考えられる。 

生きた モデルに ついて 熱心な 研究 を 続ける 一方、 若 

ぃケ— テが この ベルリン 時代に ドイツの シムボ リズム 

の 画家と して、 その 構想の 奇抜な こと や、 色感が 特別 

ロマン ティ ックな 点な どで 人々 の 注目 を ひいて いた ク 

リン ガ ー の 影響 を も 強く 受けた こと は 注目され る。 

ケ ー テの ある 作品 を シャゥ フエ ルが クリン ガ ー の 絵の 

よう だとい つ て 感歎した という こと を 伝記 者が つたえ 

ている。 おそらく それ は、 クリン ガ— の 作品に ある 人 

間の 気高い 感情 を 現わそう とする 傾向 ににてい る 点 を 

さした のであろう。 



クリン ガ— (一 八 五 七 I 一 九 二 〇) の 芸術に 畏敬と 

愛 を 感じながら も、 その 一つ 一 つ を 模写す る こと は自 

分の 真の 成長に と つ て 危険な こと だと 直感して いた こ 

と は、 ケ ー テの 画家と しての 本質的な 健康 さであった 

と 思う。 

やが て 予定の 伯林 滞在の 期限が すん で、 ケ ー テ. シュ 

ミット は 故郷の ケ— 二 ヒスべ ルクへ かえつ てきた。 

シャゥ フェル は、 父親に、 ケ— テが 完成す るまで 自分 

の 画 塾に 止る ようにす すめた が、 それが 実現 しないう 

ちに、 シャゥ フェル 自身が ィ タリ— のフロ ー レンス 巿 

へ 去らなければ ならな いこと にな つ た。 



父の 箴言 は 常に ケ— テの 勇気の 源泉と なった ように 思 

え る 

事実、 ケ— テ. シュ ミット はケ— テ • コル ヴィッツ 

となっても 画 業 は 決して 棄 てなかった。 それ どころ か、 

良人 力— ル の 良心に 従 つ た 生活 態度と その 仕事ぶ りと 

は、 婦人 画家と して ケ— テの 見聞 を ひろく 深く し、 人 

間 生活への 理解 を 大きく した。 そして その 素質に 一層 

よい もの を 加えた ことが 窺える。 ケ ー テの 天性に そ 

なわって いた 思いやり、 洞察、 誠意 は、 良人 力 ー ルの 

月賦 診療所 をめ ぐって 展開され る 赤裸々 な 社会生活の 

絵図と、 おびただしい 肉体と 精神と に 負わされ ている 



逗留が、 四十 三 歳であった ケ— テ にどの ような 芸術 上 

の 収穫 を 与えた だろう か。 一 九 一 〇 年に この 旅行から 

帰って から、 第一 次 欧州 大戦の はじまる 迄の 四 年ば か 

り、 ケ— テは 全く 沈黙した。 

六 枚つ づきの 版画 「織 匠」 は、 ケ ーテ • コル ヴ イツ 

ッの 代表的な 大作で ある ばかりでなく、 彼女の 複雑な 

資質 を そのす みずみまで 示して いる 作品と して、 歴史 

的な 価値 を もっている。 

ケ— テが、 ベルリンの 自由 劇場に 上演され た ハウ プ 

ト マンの 「織 匠」 を 観た の は 一八 九 三年 (明治 二十 六 

年) 二月の ことであった。 当時 ドイツ は、 近代 資本 主 



ズムの 手法と 並んで、 クリン ガ ー の 影響と 言われ た 

ケ ー テの シムボ リズムが ところどころに 現れて いる こ 

とで ある。 死の 象徴と して 骸骨が 「織 匠」 第 二枚目に 

あらわれて いるば かりで なく、 「死と 女」 その他 後期の 

画面に も 使われて いる。 

ロシアで は 有名な 血の 日曜日の 行われた 一 九 〇 五 年 

に、 ケ— テの 描いた 「鍬 を牽く 人」 などの 扱い方 もシ 

ムボ リックな ところが あ つ て どこか ムンク を 思わせる _ 

そして、 この ケ— テの 内部に 交流して いる シムボ リツ 

クな 傾向が 婦人 画家と しての 彼女に、 フライ リ ヒラァ 

ッ の 詩 や ハウプト マ ン など の 文学作品から、 モティ ー 



フを 刺戟され た 題材の 版画 集 を 創造 させた。 しかも 芸 

術 作品と して 彼女の それらの 製作 を 傑出 させて いるの 

は、 ケ— テの 確かで 深い 現実 観察から もたらされた 写 

実 的な 手法で ある 事実 は、 私たちに 多く 考えさせる も 

の を 持って いる。 ケ— テが 民衆の 生活 を 描く 画家と し 

て 属して いた 歴史の 世代が、 ドイツに おける 社会 民主 

党の 擡頭 期と その 急速な 分裂 の 時代で あった こと は 

ケ ー テの 芸術の この 特徴と 関係が 深い。 

ケ— テが 日常生活から 題材 をと つ て 描き出し ている 

スケッチに は、 感動 させずに おかない 真実が こもって 

いる。 ある 場合に はむしろ 連作 S 画よりも、 もっとみ 



になった 時代、 フロ ー レンス 旅行 以来し ばらく 沈黙し 

ていた ケ— テの 創作 は 再び 開始され た。 もう 六十 歳に 

近づいて、 妻と して 母と して 重ねた かずかずの 悲喜の 

経験と ますます 暗い 雲に 光 を 遮られた 時代に 生きる 

人々 へ の 情熱と で、 ケ— テは 「戦争」 ( 一 九 二 〇| 二三) 

「勤労す る 人々」 (一九二 五) を 創った。 五十 七 歳の 時 

のケ— テの 自画像に は、 しずかな 老婦 人の 顔 立のう ち 

に、 刻苦 堅忍の 表情と 憐憫の 表情と、 何 か を 待ち かね 

ている ような 思いが 湛 えられて いる。 

晚 年の ケ— テの 作品の ある ものに は、 シムボ リック 

な 手法が よみがえつ ている。 が、 そこに は 初期の 作品 



るから こそ 生じて いる 社会的な 迫力 を、 ぼんやり とた 

だ 愛と いう 宗教 的な ものと して 解釈しょう とする 批評 

家 も 一 部に あらわれた。 穏 かな 言葉で は あるが、 ケ ー 

テは 自身で そういう 評価 を 拒んで いる。 

一 九 二 九 年の 世界 大 恐慌から 後一 九 三 三年 ナチ ス独 

裁が 樹立す る ころ、 ケ— テの 生活 は どんな ふうで あつ 

たのだろう。 シュ ペン グラ— が 「婦人 は 同僚で もな け 

れば 愛人で もな く、 ただ 母た るの み」 という 標語 を 示 

した 時、 母た る ドイツの 勤労 女性の 生活苦 闘の 衷心 か 

らの 描き 手であった ケ ー テ. コル ヴィッツ は、 どんな 

心 持で、 この 侵略軍 人 生産者と して だけ 母性 を 認めた 



シ ュ ぺ ングラ —の 号令 をき いただろ うか。 その 頃から 

日本 権力 も 侵略戦争 を 進行 させて いて ナチ ス 崇拝に 

陥った。 ケ ー テの声 は 私たちに 届かない。 

ケ— テには 記念碑 的な 作品がない といわれ ている。 

口 ー ザ. ボヌ ー ル における 「馬市」 のよう な 作品が な 

いという 限りで、 それ は 当ってい るの かもしれ ない。 

けれども、 あらゆる 世代が 人間 生活の 進歩に ついて ま 

じめ に 思い をめ ぐらした とき、 その 一歩の ために 「才 

能 は 一 つの 義務で ある」 こと を その 画筆で 示した ケ— 

テ- コル ヴィッツ を 忘却す る こと は 不可能で ある。 芸 

術 家と しての そ のよう な 存在が 記念碑 的 でなかった と 



い い 得る 者 はない はずで ある。 

二 九 四 一 年 三月。 一 九 四 六 年 六月 補〕 

追記 

一九 五 〇 年 二月、 新 海覚雄 氏に よって、 「ケ— テ -コ 

ル ヴィッツ —— その 時代、 人、 芸術」 という 本が あら 

わされた。 

一九 三 三年、 ナチ スが 政権 をと つてから 第二次大戦 

を 通じて、 ケ ー テ はどうして いただろう という わたし 

たちの 知りたい 点が、 新 海 氏に よって 語られて いる。 

それによ ると、 ケ— テ • コル ヴィッツ は 一 九 三 五 年、 



ナチ ス への 入党 を こばんだ ために、 ヒ トラ— 政府から 

画家と して 制作す る こと を 禁じられた。 当時 ケ ー テは 

六十 八 歳に なって いた。 彼女から 制作と 生活と を 奪つ 

た ナチ ス . ドイツが 無条件降伏 したの は 一 九 四 五 年 五 

月で あり、 ケ ー テは、 人類史が 記念す る この ナチ ス崩 

壊の 日 を 目撃して から 二 力 月め の 一 九 四 五 年 七月に、 

ドレスデンで 七十 八 歳の 生涯 を 終った。 

ナチ スの 迫害の うちにす ごした 晚 年の 十 年間が、 

ケ ー テに とつ て どのような 時々 刻々 であった かとい う 

こと は、 およそ 想像され る。 それでも 彼女 はくず おれ 

ず、 しっかりと 目 を あいて 恐ろしい 老齢の 期 節 を ほこ 



りた かく 生きと おした。 ナチ スの 降服した 年の 五月、 

ケ ー テは、 どんな 思いに もえて、 ドレスデンの 新緑 を 

眺めた だろう。 

ケ— テ • コル ヴィッツの 死が つたえられ ると 二 ュ— 

ョ ー クの セント. ェ チェン ヌ 画廊で、 ケ— テの 追悼 展 

覧 会が 開かれた。 そこで ケ— テの 未発表の 木版画 (一 

九 三 四 I 三 五 年の もの) や 「五十 七 歳の 自画像」 ( 一 九 

三 四 年 作) 旧作 「机の 上に ねむる」 などが 陳列され た。 

ケ ーテ • コル ヴィッツの 画 業が、 ナチ スの もので あり 

えなかった という こと は、 とりもなおさず、 彼女の 生 

涯と 芸術が 戦争に 反対し、 人民の 窮乏に 反対す る 世界 



のす ベての 人々 の 宝で ある こと を 証明した のであった。 

新 海 氏の 伝記の 冒頭に 晚 年の ケ —テ. コル ヴィッツ 

の 写真が のせられ ている。 レム ブラントの 晚 年の 自画 

像 や 老年の ゴャの 自画像な ど は、 それぞれの 人間像と 

して わたしたちに つよい 感銘 を 与える ものである。 し 

かし、 ケ— テ のこの 写真 は、 前の 二つの どの 自画像と 

もちが つてい る。 暗い 帝国主義の 歴史が 生活の 重量と 

なって ずっしりと 彼女 を とりまき、 のしかかつ ている 

まんなか にいて 前方 を 見ながら テ— ブルの 上に 腕 をく 

ん でい るケ— テの 白髪の 顔の 上に は、 底 知れない ねば 

りと、 失われる ことのない 落つ いた ほこりが ただよつ 
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